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Ⅰ．総合物流事業について

2025年4月1日付で社名が「JR貨物ロジ・ソリューションズ株式会社」に変わりました。

これまでJR貨物は鉄道輸送、日本運輸倉庫は倉庫事業をそれぞれ個別に展開してきましたが、

今後は両者の連携を強化し、国内唯一の貨物鉄道輸送と倉庫事業を提供できるJR貨物グルー

プとして、お客様のニーズに応じた最適な物流ソリューションを提案、日本の物流をより効率的で

持続可能なものへと導いてまいります。

◆当社の強み

・全国ネットワーク：JR貨物グループの強みを活かした日本全国をカバーする輸送網

・マルチモーダル輸送：鉄道、トラック、他輸送モードを組み合わせた最適な輸送ソリューション

・環境負荷低減：CO2排出量を大幅に削減する鉄道輸送の積極的活用

・2024年問題対策：ドライバー不足に対応する効率的な物流システムの構築



2

Ⅱ．ソリューション

ご相談からご提案、運用まで
ワンストップでご提供

J R 貨 物 ロ ジ ・ ソ リ ュ ー シ ョ ン ズ 株 式 会 社 

トラック輸送 利用運送 倉庫 荷役作業

JR貨物グルー

プの強みを活か

し国内唯一の鉄

道輸送網を活用

したエコで効率

的な輸送を提供

弊社運送部門、

子会社及び協力

会社網を駆使し、

全国を網羅

JR貨物グルー

プ及び各地区の

通運様のご協力

にて集貨・配達

先と貨物駅間を

コンテナ輸送

エキナカ・エキ

チカ倉庫及び倉

庫業協力会社様

と連携して、最適

なロケーションと

スペースを提供

旧日本運輸倉

庫で培ったノウハ

ウを活かしたト

ラックからコンテ

ナへの安心・安

全な積み替え、

倉庫での荷役

鉄道輸送

お客様

お客様のニーズ、課題に対して
最適なソリューションをコーディネート

他輸送モード

現在、計画中

【物流に関するお困り事】
・トラックによる輸送不可能な状態になりつつある
・輸送と保管の一貫した依頼先がない
・CO2削減をしたい
・物流コスト削減をしたい

etc
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Ⅲ．総合物流事業の全体イメージ

お客様

JR貨物グループの物流機能を軸としてビジネスパートナーとの
ネットワークを生かし最適なソリューションをコーディネート

JR貨物グループが
提供する物流機能

トラック輸送

保管・荷役・仕分け

駅ナカ・駅チカ倉庫

大型物流施設

積替・パレット

積替ステーション

緊締車集荷配達 貨物駅 鉄道輸送 貨物駅

輸送機能
鉄道輸送等幹線輸送・利用運送

物流施設
保管、荷役、流通加工、梱包/包装、情報処理

周辺事業
物流付随の各種サービス

●JR貨物100％子会社としての輸送能力の提供
●鉄道輸送と連携したトラック集配事業の展開
●グループ会社、協力会社のトラック輸送能力の
活用

●駅ナカ・駅チカ倉庫の活用
●積替えステーションの活用
●その他の保管・荷役・荷捌き作業の提供
●倉庫業同業他社との連携

グループ会社を活用した
●各種資材調達・リース・レンタル
●情報システム等の提供
●物流施設開発

＋他輸送モード
（計画中）



東京（タ）駅チカ倉
庫で在庫、関東圏
内はトラック輸送
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Ⅳ．ケーススタディ

ビ
フ
ォ
ー

鹿児島貨物
ターミナル駅

ア
フ
タ
ー

長距離の鉄道輸送＋「駅チカ倉庫（保管＆荷役）」をご提案

【課題】
・納品先（建築現場）へ日時指定で建築資材を納入するため、工場では納入日を調整し
ながら出荷指示。しかし長距離の路線便は配送日数が安定せず、納入遅延が多発。
また販売量が増加したことで、路線便での製品出荷数も増大し、コストが大きく増加。

工場
（九州）

路線便

路線便

路線便

路線便

工場
（九州）

路線便

路線便

路線便【POINT】
■納品先近傍に倉庫（当社倉庫）を確保し、同倉庫までの中長距離輸送を

 鉄道輸送にシフトする事により、物流トータルコストを低減
■納品先近傍に在庫を持つことにより納品遅延を解消

住宅建築現場
（関東一円）

住宅建築現場
（関東一円）
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